






要約　新生児マススクリーニングでは見逃しをなくす(陽性例を 100%検出する)ことが重

要である。しかしながら、検出率と呼出率は背反二律の関係があり、見逃しをなくするに

はどうしても呼出率も高くなってしまうので、呼出率が高いことに関する問題点がクロー

ズアップされてきた。そこで、測定法上の誤差と検出率・呼出率の関係をあきらかにする

ために、濾紙血液中遊離サイロキシン(FT4)を用いた新生児マススクリーニングを題材と

して、そのカットオフ値の設定について検討し、系統誤差が大きいときはパラメトリック

法が有効であることが示された。


